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掛
川
市

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
取
組

     

〜
地
球
を
潤
す
森
林
環
境
保
全
へ
の
プ
ロ
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ス
〜

市
民
と
と
も
に
進
め
る
森
林
環
境
づ
く
り

　
　
〜
掛
川
市
森
林
経
営
管
理
推
進
協
議
会
の
取
組
〜
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１　
掛
川
市
の
概
況

　
掛
川
市
は
、「
深
蒸
し
掛
川
茶
」
の
ブ

ラ
ン
ド
茶
で
知
ら
れ
、
本
市
の
森
林
面
積

は
国
有
林
を
含
め
て
約
1
1
，
3
0
0
ha

で
、
市
の
面
積
の
約
43
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
、
小
規
模
な
兼
業
農
林
家

が
森
林
の
手
入
れ
を
行
っ
て
き
た
も
の

の
、
林
業
単
独
で
生
計
を
立
て
て
い
る
林

業
家
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
。
森
林
・
林

業
の
担
い
手
と
し
て
は
、
主
に
森
林
組
合

と
認
定
N
P
O
法
人
が
活
動
し
て
い
る
状

況
で
す
。

　
市
内
の
森
林
は
、
大
別
し
て
、
北
部
に

人
工
林
、
中
央
部
に
天
然
林
、
海
岸
部
に

飛
砂
防
備
林
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
特
色
の
あ
る
森
林
の
管
理
・
利
用
が
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。

く
、
所
有
山
林
面
積
も
零
細
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
令
和
元
年
度
に
始
ま
っ
た
森
林
経

営
管
理
制
度
と
森
林
環
境
譲
与
税
を
ど
の

よ
う
に
展
開
し
て
い
く
か
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
特
に
、
森
林
環
境
譲
与
税
は
、
そ
の
財

源
と
し
て
、
令
和
６
年
度
か
ら
個
人
住
民

税
均
等
割
の
枠
組
み
に
よ
り
、
1
人
年
額

1
，
0
0
0
円
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
市
民
の
皆
様
に
「
税
金
の
使
い
方
」

を
十
分
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
令
和
元
年
９
月
に
、
市
民

参
加
の
検
討
組
織
と
し
て
、「
掛
川
市
森
林

経
営
管
理
推
進
協
議
会
」（
以
下
、協
議
会
）

を
設
立
し
ま
し
た
。
本
協
議
会
は
、
森
林
・

林
業
の
み
な
ら
ず
、
消
費
者
、
学
校
教
育

等
の
関
係
者
も
含
む
男
女
各
５
名
、
計
10

名
の
委
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

３　
掛
川
市
森
林
経
営
管
理
推
進

　
協
議
会
の
活
動

　
協
議
会
で
は
、
当
初
、
論
点
を
森
林
環

境
譲
与
税
の
使
途
と
森
林
経
営
管
理
制
度

の
取
組
方
針
の
２
点
に
絞
る
形
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　
森
林
環
境
譲
与
税
の
使
途
に
つ
い
て

は
、
協
議
会
で
活
用
の
方
向
性
を
議
論
し

た
上
で
、「
森
林
環
境
譲
与
税
の
使
途
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
し
て
と
り
ま

と
め
、
市
長
に
提
言
し
ま
し
た
。
森
林
経

営
管
理
制
度
の
取
組
方
針
に
つ
い
て
は
、

▲粟ヶ岳（掛川市）

４　
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し 

　
た
取
組

　
本
市
で
は
、
森
林
環
境
譲
与
税
（
令
和

３
年
度
譲
与
額
：
２
７
，
０
９
４
千
円
）

の
使
途
に
つ
い
て
、
毎
年
度
、
協
議
会
で

議
論
し
た
上
で
、
具
体
的
な
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
ま
で
、
本
市
で
は
、
譲
与

税
を
活
用
し
、
重
要
イ
ン
フ
ラ
保
全
を
目

的
と
し
た
森
林
整
備
や
シ
カ
防
護
柵
点
検

の
モ
デ
ル
事
業
、
木
造
施
設
の
整
備
支
援

な
ど
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
協
議
会
か
ら
、「
木

を
使
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
。
木
材
の

良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
助
成

で
き
な
い
か
」
と
の
意
見
や
、
住
民
か
ら

「
裏
山
の
森
林
が
成
長
し
す
ぎ
て
倒
れ
て

こ
な
い
か
心
配
で
、
こ
の
ま
ま
住
み
続
け

る
の
は
怖
い
。
家
を
守
る
た
め
の
森
林
の

整
備
に
助
成
し
て
も
ら
え
な
い
か
」
と
の

要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
令
和
４
年
度
に
、
既
存
事

業
に
新
規
事
業
を
組
み
入
れ
る
形
で
、「
お

か
え
り
『
森
林
』
総
合
対
策
事
業
」
を
創

設
し
ま
し
た
。

　
本
事
業
で
は
、
市
の
森
林
環
境
に
係
る

ニ
ー
ズ
に
即
応
で
き
る
補
助
事
業
と
し

て
、
以
下
の
８
つ
の
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し

て
い
ま
す
。
本
事
業
に
よ
り
、
令
和
４
年

度
は
、10
カ
所
で
約
１
ha
の
森
林
の
更
新
、

意
向
調
査
の
優
先
順
位
等
を
議
論
す
る
な

ど
、
制
度
適
用
の
対
象
地
を
絞
り
込
む
こ

と
か
ら
始
め
ま
し
た
。

　
現
在
、
本
協
議
会
は
、
事
業
実
施
に
関

す
る
協
議
の
場
と
し
て
、
年
５
〜
６
回
開

催
す
る
と
と
も
に
、
市
民
へ
の
普
及
啓
発

に
力
点
を
置
い
て
、
以
下
の
行
事
を
掛
川

市
と
共
催
し
て
い
ま
す
。

•　
令
和
元
年
10
月
に
、
所
有
山
林
の
管

理
に
関
心
を
持
っ
て
頂
く
た
め
、
住
民

を
対
象
と
す
る
「
森
の
講
演
会
：
こ
れ

か
ら
ど
ー
す
る　
私
の
山
、
か
け
が
わ

の
山
」
を
開
催
。

•　
令
和
３
年
３
月
に
、
小
学
校
の
児
童

か
ら
大
人
ま
で
森
林
に
つ
い
て
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
冊
子
「
か
け
が
わ
の
森
林

と
木
材
」
を
作
成
。
市
内
全
小
中
学
校

と
図
書
館
に
配
布
す
る
と
と
も
に
、
地

域
で
環
境
教
育
に
取
り
組
む
団
体
に

教
材
と
し
て
提
供
。

•　
令
和
３
年
７
月
に
、
市
内
の
林
業
事

業
体
を
対
象
に
、「
多
機
能
を
有
す
る

森
林
利
用
と
作
業
道
」
と
題
す
る
講
習

会
を
開
催
。
欧
州
型
の
屋
根
型
作
業
道

に
つ
い
て
学
ぶ
座
学
と
高
山
市
で
の
現

場
実
習
を
実
施
。

•　
令
和
４
年
３
月
に
、
初
心
者
向
け
の

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
講
習
会
を
開
催
。

　
こ
の
ほ
か
、
木
材
の
生
産
・
加
工
・
流

通
の
現
場
視
察
な
ど
も
積
極
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。

作
成
と
、
森
林
環
境
譲
与
税
活
用
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
見
直
し
を
行
う
予
定
で
す
。

　
今
後
と
も
、協
議
会
の
委
員
を
は
じ
め
、

よ
り
多
く
の
市
民
の
意
見
を
取
組
に
反
映

さ
せ
つ
つ
、
地
域
実
態
に
応
じ
た
森
林
環

境
譲
与
税
の
有
効
活
用
や
森
林
経
営
管

理
制
度
の
的
確
な
運
用
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

２　
「
掛
川
市
森
林
経
営
管
理
推
進

　
協
議
会
」
の
設
置

　
本
市
で
は
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業

を
生
業
と
す
る
方
の
割
合
が
極
め
て
低

５
件
の
木
造
施
設
の
整
備
、
４
件
の
木
工

教
室
等
が
行
わ
れ
る
見
込
み
で
す
。

５　
今
後
に
つ
い
て

　
本
協
議
会
で
は
、
森
林
環
境
税
の
課
税

が
始
ま
る
令
和
６
年
度
ま
で
に
、
こ
れ
ま

で
の
森
林
環
境
譲
与
税
の
成
果
を
含
む
本

市
の
森
林
・
林
業
に
関
す
る
P
R
冊
子
の

▲掛川市森林経営管理推進協議会
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１　
掛
川
市
の
概
況

　
掛
川
市
は
、「
深
蒸
し
掛
川
茶
」
の
ブ

ラ
ン
ド
茶
で
知
ら
れ
、
本
市
の
森
林
面
積

は
国
有
林
を
含
め
て
約
1
1
，
3
0
0
ha

で
、
市
の
面
積
の
約
43
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
、
小
規
模
な
兼
業
農
林
家

が
森
林
の
手
入
れ
を
行
っ
て
き
た
も
の

の
、
林
業
単
独
で
生
計
を
立
て
て
い
る
林

業
家
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
。
森
林
・
林

業
の
担
い
手
と
し
て
は
、
主
に
森
林
組
合

と
認
定
N
P
O
法
人
が
活
動
し
て
い
る
状

況
で
す
。

　
市
内
の
森
林
は
、
大
別
し
て
、
北
部
に

人
工
林
、
中
央
部
に
天
然
林
、
海
岸
部
に

飛
砂
防
備
林
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
特
色
の
あ
る
森
林
の
管
理
・
利
用
が
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。

く
、
所
有
山
林
面
積
も
零
細
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
令
和
元
年
度
に
始
ま
っ
た
森
林
経

営
管
理
制
度
と
森
林
環
境
譲
与
税
を
ど
の

よ
う
に
展
開
し
て
い
く
か
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
特
に
、
森
林
環
境
譲
与
税
は
、
そ
の
財

源
と
し
て
、
令
和
６
年
度
か
ら
個
人
住
民

税
均
等
割
の
枠
組
み
に
よ
り
、
1
人
年
額

1
，
0
0
0
円
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
市
民
の
皆
様
に
「
税
金
の
使
い
方
」

を
十
分
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
令
和
元
年
９
月
に
、
市
民

参
加
の
検
討
組
織
と
し
て
、「
掛
川
市
森
林

経
営
管
理
推
進
協
議
会
」（
以
下
、協
議
会
）

を
設
立
し
ま
し
た
。
本
協
議
会
は
、
森
林
・

林
業
の
み
な
ら
ず
、
消
費
者
、
学
校
教
育

等
の
関
係
者
も
含
む
男
女
各
５
名
、
計
10

名
の
委
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

３　
掛
川
市
森
林
経
営
管
理
推
進

　
協
議
会
の
活
動

　
協
議
会
で
は
、
当
初
、
論
点
を
森
林
環

境
譲
与
税
の
使
途
と
森
林
経
営
管
理
制
度

の
取
組
方
針
の
２
点
に
絞
る
形
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　
森
林
環
境
譲
与
税
の
使
途
に
つ
い
て

は
、
協
議
会
で
活
用
の
方
向
性
を
議
論
し

た
上
で
、「
森
林
環
境
譲
与
税
の
使
途
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
し
て
と
り
ま

と
め
、
市
長
に
提
言
し
ま
し
た
。
森
林
経

営
管
理
制
度
の
取
組
方
針
に
つ
い
て
は
、

▲市内の施設に木材を利用

４　
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し 

　
た
取
組

　
本
市
で
は
、
森
林
環
境
譲
与
税
（
令
和

３
年
度
譲
与
額
：
２
７
，
０
９
４
千
円
）

の
使
途
に
つ
い
て
、
毎
年
度
、
協
議
会
で

議
論
し
た
上
で
、
具
体
的
な
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
ま
で
、
本
市
で
は
、
譲
与

税
を
活
用
し
、
重
要
イ
ン
フ
ラ
保
全
を
目

的
と
し
た
森
林
整
備
や
シ
カ
防
護
柵
点
検

の
モ
デ
ル
事
業
、
木
造
施
設
の
整
備
支
援

な
ど
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
協
議
会
か
ら
、「
木

を
使
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
。
木
材
の

良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
助
成

で
き
な
い
か
」
と
の
意
見
や
、
住
民
か
ら

「
裏
山
の
森
林
が
成
長
し
す
ぎ
て
倒
れ
て

こ
な
い
か
心
配
で
、
こ
の
ま
ま
住
み
続
け

る
の
は
怖
い
。
家
を
守
る
た
め
の
森
林
の

整
備
に
助
成
し
て
も
ら
え
な
い
か
」
と
の

要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
令
和
４
年
度
に
、
既
存
事

業
に
新
規
事
業
を
組
み
入
れ
る
形
で
、「
お

か
え
り
『
森
林
』
総
合
対
策
事
業
」
を
創

設
し
ま
し
た
。

　
本
事
業
で
は
、
市
の
森
林
環
境
に
係
る

ニ
ー
ズ
に
即
応
で
き
る
補
助
事
業
と
し

て
、
以
下
の
８
つ
の
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し

て
い
ま
す
。
本
事
業
に
よ
り
、
令
和
４
年

度
は
、10
カ
所
で
約
１
ha
の
森
林
の
更
新
、

事業細目

シカ防護柵点検等事業 防護柵等を設置した箇所の点検等業務に対する助成

生活環境周辺森林整備事業 人家裏山などの森林の更新費用に助成

地域ボランティアグループ等による森林整備費用に助成

森林境界確定事業 山林の所有境界確定（登記情報の整理含む）のための費用に助成

森林・林業就労者安全対策事業 森林作業現場における就労者の安全装備のための経費に助成

森林・木材を学ぶ事業 森林環境教育、現地調査を実施するための経費に助成

かけがわの木活用促進事業 かけがわの木を使った施設の木材費に助成

かけがわの木加工促進事業 掛川産材を活用した加工品生産のための経費に助成

補助内容

地域の森整備事業

意
向
調
査
の
優
先
順
位
等
を
議
論
す
る
な

ど
、
制
度
適
用
の
対
象
地
を
絞
り
込
む
こ

と
か
ら
始
め
ま
し
た
。

　
現
在
、
本
協
議
会
は
、
事
業
実
施
に
関

す
る
協
議
の
場
と
し
て
、
年
５
〜
６
回
開

催
す
る
と
と
も
に
、
市
民
へ
の
普
及
啓
発

に
力
点
を
置
い
て
、
以
下
の
行
事
を
掛
川

市
と
共
催
し
て
い
ま
す
。

•　
令
和
元
年
10
月
に
、
所
有
山
林
の
管

理
に
関
心
を
持
っ
て
頂
く
た
め
、
住
民

を
対
象
と
す
る
「
森
の
講
演
会
：
こ
れ

か
ら
ど
ー
す
る　
私
の
山
、
か
け
が
わ

の
山
」
を
開
催
。

•　
令
和
３
年
３
月
に
、
小
学
校
の
児
童

か
ら
大
人
ま
で
森
林
に
つ
い
て
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
冊
子
「
か
け
が
わ
の
森
林

と
木
材
」
を
作
成
。
市
内
全
小
中
学
校

と
図
書
館
に
配
布
す
る
と
と
も
に
、
地

域
で
環
境
教
育
に
取
り
組
む
団
体
に

教
材
と
し
て
提
供
。

•　
令
和
３
年
７
月
に
、
市
内
の
林
業
事

業
体
を
対
象
に
、「
多
機
能
を
有
す
る

森
林
利
用
と
作
業
道
」
と
題
す
る
講
習

会
を
開
催
。
欧
州
型
の
屋
根
型
作
業
道

に
つ
い
て
学
ぶ
座
学
と
高
山
市
で
の
現

場
実
習
を
実
施
。

•　
令
和
４
年
３
月
に
、
初
心
者
向
け
の

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
講
習
会
を
開
催
。

　
こ
の
ほ
か
、
木
材
の
生
産
・
加
工
・
流

通
の
現
場
視
察
な
ど
も
積
極
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。

作
成
と
、
森
林
環
境
譲
与
税
活
用
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
見
直
し
を
行
う
予
定
で
す
。

　
今
後
と
も
、協
議
会
の
委
員
を
は
じ
め
、

よ
り
多
く
の
市
民
の
意
見
を
取
組
に
反
映

さ
せ
つ
つ
、
地
域
実
態
に
応
じ
た
森
林
環

境
譲
与
税
の
有
効
活
用
や
森
林
経
営
管

理
制
度
の
的
確
な
運
用
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

２　
「
掛
川
市
森
林
経
営
管
理
推
進

　
協
議
会
」
の
設
置

　
本
市
で
は
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業

を
生
業
と
す
る
方
の
割
合
が
極
め
て
低

５
件
の
木
造
施
設
の
整
備
、
４
件
の
木
工

教
室
等
が
行
わ
れ
る
見
込
み
で
す
。

５　
今
後
に
つ
い
て

　
本
協
議
会
で
は
、
森
林
環
境
税
の
課
税

が
始
ま
る
令
和
６
年
度
ま
で
に
、
こ
れ
ま

で
の
森
林
環
境
譲
与
税
の
成
果
を
含
む
本

市
の
森
林
・
林
業
に
関
す
る
P
R
冊
子
の

も
り

表：おかえり「森林」総合対策事業の事業細目
もり

▲おかえり「森林」総合対策イメージ図
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